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2020年 11月 3日（火） 

 

12:30～ 受け付け開始（ZOOM入室開始） 

開会の挨拶 

13:00～13:05 清田 尚臣（神戸大学医学部附属病院 腫瘍センター） 

基調講演 

座長：清田 尚臣（神戸大学医学部附属病院 腫瘍センター） 

13:05～13:35 PRO/QOL研究の歴史（仮） 

下妻 晃二郎 

（立命館大学 生命科学部 生命医科学科） 

がん臨床試験における PRO/QOL研究の展望 

座長：木川 雄一郎（関西医科大学附属病院 乳腺外科） 

13:40～13:55 JCOG PRO/QOL研究委員会における取り組み 

清田 尚臣 

（神戸大学医学部附属病院 腫瘍センター） 

AMED清田班における PRO/QOL研究の紹介 

座長：岩谷 胤生（国立がん研究センター東病院 乳腺外科） 

14:00～14:10 胃がんに対する PRO尺度のアップデート研究 

寺田 参省 

（国立がん研究センター中央病院 臨床研究支援部門） 

14:10～14:20 患者医療者間コミュニケーション評価尺度と通院治療が

ん患者の満足度評価尺度の妥当性検証 

木川 雄一郎 

（関西医科大学附属病院 乳腺外科） 

14:20～14:30 頭頸部がん患者を対象としたインターネット上の QOL調

査の回答割合を調べる多施設共同研究 
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石木 寛人 

（国立がん研究センター中央病院 緩和医療科） 

14:30～14:40 PRO尺度評価の国内がん臨床試験における統計学的解析

方法のシステマティックレビュー 

水澤 純基 

（国立がん研究センター中央病院 臨床研究支援部門） 

14:40～14:50 質疑応答 

14:50～15:00 休憩 

PRO/QOLを日常臨床にどういかすか？ 

座長：中村 直樹（聖マリアンナ医科大学病院 放射線治療センター） 

15:00～15:15 

ePROとモニタリングについて 

木川 雄一郎 

（関西医科大学附属病院 乳腺外科） 

15:15～15:30 

患者の立場から① 

眞島 喜幸 

（パンキャンジャパン理事長） 

15:30～15:45 患者の立場から② 

ガテリエ ローリン 

（NPO法人脳腫瘍ネットワーク理事長） 

15:45～15:55 質疑応答 

15:55～16:10 休憩（海外演者との通信準備） 

特別講演：EORTCにおける PRO/QOL研究のこれから 

座長：清田 尚臣（神戸大学医学部附属病院 腫瘍センター） 

16:10～16:35 特別講演① History and progress in cancer clinical trial 

of the EORTC QLG 

Andrew Bottomley 

(EORTC Quality of Life Department) 

16:35～16:45 質疑応答 

16:45～17:10 特別講演② Standardization of statistical methods for 

the analysis of PRO data: SISAQOL project) 

Madeline Pe  

(EORTC Quality of Life Department) 

17:10～17:20 質疑応答 

閉会の挨拶 

17:20～17:25 清田 尚臣（神戸大学医学部附属病院 腫瘍センター） 


